	第２回　伝達講習報告書（法人全職員対象）　　　　　　　　　　報告者：荒木田　槙子

	講義内容：「個人情報管理・担当責任者養成研修会に参加して」　　講師：佐藤　輝美　　

	日　　時：平成20年1月29日　17：30～18：30

	場　　所：メンタルケア病棟3階会議室

	内　　容：

１）個人情報保護法の概要

　①個人情報保護法への対応と情報管理担当者の役割

　　・個人情報保護関連５法

・OECD　８原則

・プライバシー（権）とは

　　・個人情報の実態

　　・変革の時代における情報管理

　　・個人情報管理担当者・責任者の役割

　

②個人情報保護法の概要

１　基礎はプライバシー件

２　医療における個人情報の重要性

　　　３　個人情報保護法　≪本人の同意の要否がキーポイント≫

４　同意の有無の判断状況

　　　５　予測の範囲内の基準となるのは通常人

２）個人情報の取扱いに関する問い合わせ事例紹介

Ｑ１　警察への提供

　　Ｑ２　健保組合への提供

　　Ｑ３　開示の拒否

アンケート結果：参加者　49名（参加率　32％）全154名

アンケート提出者　49名（回収率　100％）

1． 今回の研修内容について

分かりやすかった→  35名

楽しかった　　　→ 0名

難しかった　　　→ 14名

つまらなかった　→  0名

無回答　　　　　→  0名

	2． 研修を受けて役立つと感じた内容

· 個人情報の改正について

· 警察への対応や自分の情報などについて

· 法律の基本、医療機関での対応の仕方について

· 個人情報の具体的な扱い方について

· 幸福追求権について

· 個人情報保護法は死者は対象外であるが、医療機関ではそうとは言えない面もあること。

· プライバシー権は、自己に関する情報をコントロールできる権利であり、予測範囲内の基準となるのは、一般人であること。

· 法律が定まり、施行になっていてもとても漠然としてるので、事業ごとにもっと取り組んでいく必要があると思った。

3． 質問したいこと

・なし
４.今後のテーマの希望

　　・なし
５．感想など

· 情報を利用する時、本人の予測の範囲内か範囲外かをしっかり考える必要がある事を知った。

· 個人情報保護法に関する様々な事例に対しての対処法

· 医療従事者として、患者様の情報などを伝えていいこと悪い事を考えて行動したい。
· 個人情報について、ポイントを理解する事で、自分の中で整理できた。
· 業務を遂行していく上で、個人情報がつきまとっているものだと意識しながら仕事に臨んでいきたい。
6． 今回の研修の反省点

· 内容が多く、全スタッフにとって重要なテーマなので、もう少し掘り下げて、講習を行う必要があると感じた。

· 難しい内容であるにも関わらず参加者の反応が良かった。

研修開始の時間が守られ、スムーズに開始できた。




	７.考察

現在委員会として、病院内における各部署の個人情報について何をどこに保持しているか調査し、整備している最中で、実際各部署において判断に迷う点が多く見受けられています。個人情報とは何か等といった整理するために必要なルールを明確に提示しなかったことは反省すべき点であったことをこの研修から気づかされました。今回、個人情報の概要とグループワークにおける事例検討を学びましたが、理論と実践は違うところもあり、理論として言っていることは理解できても、それが実践として実際活用できるのかと考える部分もあります。個人情報管理・苦情相談対応委員会として今後は、各委員が個人情報について理解をせずに活動していますので、まず各委員が個人情報とは何かを理解し、整理していくことにあると思えますが、個人情報だけではなく、苦情対応として意見箱についても同時に処理していますので、個人情報管理を整備しつつ、適切な苦情対応をしていくことが大きな課題となります。




